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自己紹介
1987 年 4月 全日本空輸株式会社入社
2004 年 4月 オペレーション統括本部オペレーション管理課リーダー
2010 年 12 月 LCC 共同事業準備室主席部員
2011 年 4月 A&F Aviation 株式会社入社

（同年 5月にPeach Aviation 株式会社に社名変更）
2015 年 12 月 Peach Aviation 株式会社

執行役員オペレーション・総合企画統括
2017 年 4月 Peach Aviation 株式会社取締役副社長兼 COO

2018 年 11 月 バニラ・エア株式会社取締役副社長兼務
2020 年 4月 Peach Aviation 株式会社代表取締役 CEO

2023年 4月 株式会社 ANA 総合研究所取締役副社長
2024年10月 (一社）北前船交流拡大機構・地域連携研究所理事長代行

現在に至る
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北前船に関わる事業の成り立ち

「北前船」をテーマに地域を活性化

江戸時代中期から明治30年代にかけて、北海道・東北・北陸・山陰・瀬戸
内・関西を結ぶ重要な物流のネットワーク機能を果たし、100年以上も前に日
本海側に立派な経済圏を確立させた「北前船」。

その「北前船寄港地」ルートを点から面へ、回廊として発展させようとする「北前
船コリドール構想＊1」に賛同した自治体・企業が2007年から「北前船寄港地
フォーラム」が開催されてきました。

「北前船寄港地フォーラム」を通じて、地域間の連携は当初の想定以上に拡大
し、その活動は国内外の多くの地域へと発展を続け、やがて活動を支える諸団
体が設立されました。

*1 北前船コリドール構想：作家の石川好氏が提唱
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北前船事業に係る諸団体 （事務局 株式会社ANA総合研究所）

名称 北前船日本遺産推進協議会 （一社）北前船交流拡大機構 （一社）地域連携研究所

設立 2017年4月28日 2017年8月9日 2021年1月8日

概要 日本遺産「北前船寄港地・船主集落」の
認定を受けた自治体52市町が日本遺産
の維持を目的に活動

北前船寄港地やその周辺地域における
交流促進、人材育成、相互コミュニティ
の構築、地域の活性化・観光促進を目
的に活動

北前船に限定することなく、広く地域の連
携を果たすことを目的に設立
2022年3月に自治体賛助会員制度、
同年10月に企業賛助会員制度を発足

構成
ﾒﾝﾊﾞｰ

52自治体 ANA総研、JAL、JR東、JR西、JR北海
道、JATCO、NAA等の民間会社

ANA総研、JAL、JR東、JR西

自治体

役員 会長 宮元 陸 加賀市長 最高顧問 大橋 洋治

（ANAHD相談役）
特別顧問 清野 智

（元JNTO理事長）
名誉会長 新田 嘉一

（平田牧場会長）
 岩村 敬

（元国土交通事務次官）

理事長 濱田 健一郎
（元ANA総合研究所会長）

専務理事 浅見茂
理事長代行

森健明（ANA総研副社長）
清水新一郎 （JAL副会長）
赤石良治（JR東日本企画社長）

理事長 濱田 健一郎

専務理事 浅見 茂

企業会員制度代表
赤石良治 （JR東日本企画社長）

企業会員制度共同代表
森健明 （ANA総研副社長）
清水新一郎 （JAL副会長）

理事 本宮 重人（ANA総合研究所）

自治体賛助会員制度 会長 
福原 淳嗣 (衆議院議員）

自治体賛助会員制度 共同会長
大森 雅夫 (岡山市長）

HP https://www.kitamae-bune.com/ https://www.kitamae.org/ https://chiiki-renkei.org/
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2007年度 第1回北前船寄港地フォーラム（山形県酒田市）

2008年度
第2回北前船寄港地フォーラム（秋田県にかほ市）
第3回北前船寄港地フォーラム（秋田県男鹿市）

2009年度

第4回北前船寄港地フォーラム（北海道松前町）
第5回北前船寄港地フォーラム（新潟県新潟市）
第6回北前船寄港地フォーラム（新潟県佐渡市）

2010年度 第7回北前船寄港地フォーラム（青森県青森市）

2011年度 第8回北前船寄港地フォーラム（青森県鰺ヶ沢町・深浦町）

2012年度

第9回北前船寄港地フォーラム（北海道函館市）
第10回北前船寄港地フォーラム（新潟県長岡市）
第11回北前船寄港地フォーラム（山形県酒田市）

2013年度
第12回北前船寄港地フォーラム（秋田県男鹿市）
第13回北前船寄港地フォーラム（新潟県新潟市）

2014年度 第14回北前船寄港地フォーラム（秋田県秋田市）

2015年度

第15回北前船寄港地フォーラム（京都府宮津市）
第16回北前船寄港地フォーラム（大阪府大阪市）
第17回北前船寄港地フォーラム（石川県加賀市）

2016年度
日本遺産登録推進協議会発足
第18回北前船寄港地フォーラム（北海道江差町）

2017年度

日本遺産登録認定（11市町）
北前船日本遺産推進協議会の設立
一般社団法人 北前船交流拡大機構の設立
第19回北前船寄港地フォーラム（兵庫県淡路島）
第20回北前船寄港地フォーラム（岡山県岡山市・他3市）
第21回北前船寄港地フォーラム（青森県野辺地町）
第22回北前船寄港地フォーラム（鳥取県鳥取市）
日本遺産魅力発信推進事業（文化庁予算）

2018年度

日本遺産登録認定（27市町）
一般社団法人 北前船交流拡大機構の設立 
第23回北前船寄港地フォーラム（中国大連市）
第24回北前船寄港地フォーラム（福井県坂井市）
第25回北前船寄港地フォーラム（新潟県長岡市）
第26回北前船寄港地フォーラム（広島県尾道市）
日本遺産魅力発信推進事業（文化庁予算）
北前船子供交流拡大プロジェクト（日本財団）（青背景やめ
る

2019年度

日本遺産登録認定（7市町）
第27回北前船寄港地フォーラム（山形県庄内地区） 
第28回北前船寄港地フォーラム（北海道小樽市・石狩市）
第29回北前船寄港地フォーラム（鹿児島県鹿児島市）
日本遺産魅力発信推進事業（文化庁予算）
海洋教育ネットワーク事業（日本財団）

2020年度

日本遺産登録認定（3市町）
一般社団法人 地域連携研究所の設立
海洋教育連携事業（日本財団）

2021年度
第30回北前船寄港地フォーラム（秋田県秋田市）
海と食の学校連携（日本財団）

2022年度

日本遺産登録認定（1市）
第31回北前船寄港地フォーラム（フランス・パリ）
第32回北前船寄港地フォーラム（沖縄県那覇市）

2023年度 第33回北前船寄港地フォーラム（岡山県）

2024年度

日本遺産登録認定（3市町、合計52市町）
第34回北前船寄港地フォーラム（北海道釧路市）
第35回北前船寄港地フォーラム（石川県加賀市、福井県福

井市）

諸団体の活動実績
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北前船の伝統を現代に活かし、その寄港地となった都市が連
携して魅力を発信し地方創生に寄与する目的で始まり、202３
年10月には33回目の開催を迎えました。その開催地は国内に
留まらず、海外にも展開しています。

北前船寄港地フォーラム （2007～）

北海道小樽市・石狩市

2
7山形県庄内地区

4北海道松前町

2秋田県にかほ市

新潟県新潟市

秋田県男鹿市
1

2

6新潟県佐渡市

7青森県青森市

9北海道函館市

新潟県長岡市

秋田県秋田市

京都府宮津市
1

1
1山形県酒田市

大阪府大阪市

石川県加賀市
1

7
兵庫県淡路島

1

9

北海道江差町
1

青森県野辺地町
2

1

岡山県
岡山市・瀬戸内市
倉敷市・玉野市

鳥取県鳥取市
2

2

福井県坂井市
2

広島県尾道市
2

8青森県鰺ヶ沢町・深浦町

鹿児島県鹿児島市
2

9

沖縄県那覇市
3

中国 大連市
2

3

フランス
3

1

パリ
ストラスブール
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北前船寄港地フォーラム （2007～2014）

回 開催日 開催地 テーマ

1 2007年11月15日（木） 山形県酒田市 北前船文化遺産の活かし方

2 2008年04月11日（金） 秋田県にかほ市 現代の北前船を探そう～地域の連携を強化して～

3 2008年09月20日（土） 秋田県男鹿市 蘇れ 北前船が拓いた夢航路

4 2009年05月22日（金） 北海道松前町 「新時代の、北前船浪漫を求めて」

5 2009年07月17日（金） 新潟県新潟市 「北前船スピリット再び」～新潟県に今、求められるものは～

6 2010年03月20日（土） 新潟県佐渡市 「今、佐渡観光に求められるもの」

7 2010年05月28日（金） 青森県青森市
第一部「国際的視点で青森県の観光振興を考える」
第二部「県外・県内から青森県の観光振興を考える」

8 2011年05月28日（土） 青森県鰺ヶ沢町・深浦町
「蘇れ！北前船の絆を今に！」
～連携による地域活性化と後世への伝承の第一歩～

9 2012年05月25日（金） 北海道函館市 「受け継がれる北前船マインド（絆）」 ～これからの観光のあり方～

10 2012年09月28日（金） 新潟県長岡市・寺泊
「世界へ広がる海の道、これからの北前船」
～日本海側の広域連携と世界へ向けた可能性を探る～

11 2013年03月08日（金） 山形県酒田市
「北前船遺産を日本と世界に発信！」
～庄内の発展と北前船～ ～現代に生きる北前船～

12 2013年07月26日（金） 秋田県男鹿市
「秋田県・男鹿市の観光と産業の発展」～ロシア・韓国・中国との交流推進～ ～エ
ネルギー・環境と今後の秋田の産業について～

13 2013年10月25日（金） 新潟県新潟市
「日本海軸と国上の強靱化―拠点としての新潟―」～「日本海新時代と新潟」～く新
潟日報メディアシップ開業記念〉

14 2014年04月18日（金） 秋田県秋田市
「活かそう、大いなる遺産。いま、知と勇のネットワーク」～秋田を輝かせる人たち
30人～ ～未来につなぐ観光秋田の夢・希望～
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北前船寄港地フォーラム （2014～2020）

回 開催日 開催地 テーマ

15 2014年07月25日（金） 京都府宮津市
「つなぐ・結ぶ」 ～北前船からのおくりもの～
～貴重な歴史遺産「北前船」を活かした広域連携を考えよう！～

16 2015年07月17日（金） 大阪府大阪市
「北前船出発の地 大阪から」
～現代版北前船 新・日本海ネットワーク2015～

17 2015年11月13日（金） 石川県加資市 「北前船文化とおもてなし」

18 2016年11月11日（金） 北海道江差町
「日本の浪浸、北前船が北海道新幹線開業で甦る」
～今こそ繋ごう観光の絆と言う地方創生新時代～

19 2017年05月12日（金） 兵庫県淡路島 「人の交流による地域創生」

20 2017年07月14日（金）
岡山県岡山市・瀬戸内市
倉敷市・玉野市

「古（いにしえ）か らの交通の大動脈鍵『瀬戸内海』と国際交流
～そして未来へ～

21 2017年09月01日（金） 青森県野辺地町 「むつ湾でつながる観光」～現代の北前船で考える広域観光～

22 2017年11月24日（金） 鳥取県鳥取市 「来たまえ! !  環日本海新時代」～北前船レガシー友情・平和・交流の海へ～

23 2018年05月27日（日） 中国大連市 「海を越えた交流の拡大へ 日本と中国の架け橋に」

24 2018年07月13日（金） 福井県坂井市
「日本遺産で甦る、観光と文化の北前船新時代」
～港民が紡ぐ異空間 湊・三国スタイル～

25 2018年08月31日（金） 新潟県長岡市 「北前船でつなぐ寄港地交流」～米百俵の精神を次世代へ～

26 2018年11月16日（金） 広島県尾道市 「名産品でつながる北前船寄港地」～地域間交流新時代の幕開け～

27 2019年09月12日（木） 山形県庄内地区 北前船が紡ぐ、新たな日中地方都市間交流

28 2019年10月20日（日） 北海道小檸市・石狩市 北前船往来～日本の繁栄と近代化を支えた絆をふたたび

29 2020年02月02日（日） 鹿児島県鹿児島市 明治維新の力・北前船で広がる交流の輪～令和の新たな輪は海を越えて～
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北前船寄港地フォーラム （2020～）

回 開催日 開催地 テーマ

*1 2020年03月14日（土） 島根県浜田市 歴史・文化を活かした地域活性、地方の観光新時代

*1 2020年05月24日（日） 中国大連市 ※開催中止 （新型コロナのため）

*2 2020年10月14日（水） 秋田県秋田市 ※開催延期 （新型コロナのため）

30 2022年03月18日（金） 秋田県秋田市 北前船で旅した秋田蘭画 つなげる・つながる  世界と未来

31 2022年10月17日（月） フランス・パリ 日本の食文化を世界に

32 2023年02月03日（金） 沖縄県那覇市 北前船、新たな船出へ～万国津梁の地、沖縄からアジア、そして世界へ～

33 2023年10月06日（金）
岡山県岡山市・瀬戸内市
倉敷市・備前市

北前船と吉備の穴海～海と川が織りなした文化・産業～晴れの国・岡山から世界へ

34 2024年06月29日（土） 北海道釧路市
世界三1大夕1日に集う 食,人・歴史
ようこそ―豊かな大自然に抱|かれし宝の大地ヘ

第35回大会は11月21～23日に、北陸地方の災害復興支援を目的に、石川県加賀市、福井県にて
開催。同時に北前船日本遺産推進協議会記念大会を加賀市で開催した。
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北前船寄港地フォーラム
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一般社団法人 北前船交流拡大機構の設立 （2017年から）

2007年より開催してきた「北前船寄港地フォーラム」を母体として
、ANA総合研究所、JR東日本・JR西日本・JR北海道・日本航
空などが中心となり、2017年8月9日に一般社団法人北前船交
流拡大機構が設立されました。

機構を通じて鉄道・航空や旅行などの関連企業が地域活性化
の分野で力を合わせ、従来からの理念である、大都市に頼らない
「地域間交流拡大」を強化し、地域活性化や国内の観光促進や海外からのインバウンド旅客の誘客
拡大を推進しています。

＜機構の活動目的＞
① 国内外を含めた地域間交流の拡大
②「日本遺産」ブランドを活用した『北前船』のブラッシュアップ
③ 日本各地にある魅力ある有形・無形の文化遺産の知名度アップ
④ 国内外から各地への観光誘客と交流人口の拡大による地域活性化

＜協力企業（順不同）＞
ANA総合研究所、東日本旅客鉄道、西日本旅客鉄道、北海道旅客鉄道、日本航空、、日本政策投資銀
行、成田国際空港、日本空港ビルディング、平田牧場（山形）、  イマジン（青森）他
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北前船日本遺産推進協議会の活動 （2017年から）

ガイドなどの人材育成、観光地整備支援、観
光事業化支援、地元における普及啓発支援、
SNSメディアを活用した情報発信を通じて、各
市町の魅力ある有形・無形の文化財軍の知
名度をさらに高め、観光誘客や交流人口の
拡大などにより地域活性化を図ることを目的と
しています。

2015年7月の「第16回北前船寄港地フォーラム（大阪市）」において、秋田市商工会議所会頭より
「北前船寄港地文化の日本遺産登録」 の提案・決意表明を受け、2016年6月に26自治体で「日本遺
産登録推進協議会」を発足、

「荒波を越えた男たちの夢が紡いだ異空間～北前船寄港地・船主集落～」
として日本遺産登録を申請し、2017年に11自治体が認定されました。
同年、日本遺産魅力発信推進事業を推進するため、認定自治体により「北前船日本遺産推進協議会」
が設立されました。現在の認定自治体は52自治体に拡大しています。

＊2

出典：日本遺産パンフレット
https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/nihon_isan/pdf/93793701_03.pdf

日本遺産
日本国内の文化や歴史、伝統などの貴重な遺
産を保護・活用し、その価値を広く国内外に紹介
するための取り組みで、文化庁や関連団体が中
心となって推進している。
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一般社団法人 地域連携研究所の活動（2021年から）

北前船交流拡大機構の活動により培った経験、実績、信頼関係をもとに北前船寄港地に限定することなく
、広く地域の連携を果たすことを目的に、2021年1月に設立されました。
2022年3月に自治体賛助会員制度を発足させ、翌2023年2月には企業賛助会員制度も発足し、  
“『大都市と地方』の関係で地方振興を図るのではなく、 『地方の地域同士』」が直接ネットワークを
構築し地域の活力を生み出そう”という北前船交流拡大機構の考えはそのままに、より広域の活動を担い
、地域課題の解決手法を模索、提案するプラットホームとして地方自治体と民間企業との連携を促進して
地域の様々課題解決に取り組んでいます。

主な活動
① 全国各地域の活性化及び振興に関する事業
② 全国各地域に関する調査、研究、情報の収集及び提供

に関する事業
③ 講習会、セミナー、イベント等の企画、立案、運営および

実施に関する事業
④ 文化および観光の振興並びに交流の促進に関する事業
⑤ 地域振興、地域連携の構築、国内外における交流促進

等に関わる個人、団体等との連絡、相談、支援、指導及
び連携に関する事業。

⑥ その他地域の活性化及び観光の促進に資するための一
切の事業
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北前船交流拡大機構等参加自治体
（23道府県122自治体）

31

民間企業は４８社が参画
主な加盟企業

北前船交流拡大機構・地域連携研究所
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地方の伝統工芸品の欧州展開事業

2022年10月に「第31回北前船寄港地フォーラムinパリ」が開催されました。
JETRO・JNTO・CEEJA ＆北前船交流拡大機構との連携による「北前船交流拡大機構フランス大会」とし
て開催され、その中の一つとして当機構主催の「北前船寄港地フォーラム」も開催されております。
大会のテーマを「日本への関心を再喚起！ 食と文化を世界へ発信」とし、
ルーブル美術館での「フォーラム」のほか、JNTO主催の「地方誘客セミナー」や
JETRO主催の「日本食材等の販路開拓支援事業」、
CEEJA主催の「日仏自治体首長会議」など数多くのイベントが開催されました。
（注）CEEJA：フランスのアルザス・欧州日本学研究所

パリにおける伝統工芸品・日本食や文化（お祭り）などの紹介は大きな反響を呼び、日本への関心の
高さを感じ、2023年4月から実施しているミラノフォーリサローネにおける地方の伝統工芸品展示事業の
きっかけとなりました。国内消費のみに頼ることなく、地方が積極的に直接海外に打って出る事で、地方の
伝統工芸品の販路拡大を目指し、地方経済の活性化と工芸品の後継者への継承をめざしてまいります。
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備前市より「備前焼き」、大館市より「曲げわっぱ」をミラノ大学構内に展示し、作家、産地事業者による作
品説明を行うと同時に、世界的デザイナー喜多俊之氏によるトークセッションを開催。

ミラノ・フォーリサローネへの出展 (2024年4月）
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羽田空港と大阪・関西万博における展示

2025年3月
東京クリエイティブサロン羽田会場

2025年5月
大阪・関西万博会場での展示
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ミラノ・フォーリサローネへの出展 (2025年4月）

福井県、秋田県に加え輪島市、備前市の伝統的工芸品の展示、日本酒の試飲会を行った。
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ミラノ・フォーリサローネへの出展 (2025年4月）
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伝統工芸品の輸出入取引においては、産地と海外バイヤー間の信頼関係の構築が重要であ
ることや、また輸出入取引に関わる諸手続き、輸送ルートの確保など、地方の産地の個別事業
者が対応することには課題が多い状況にあります。

一方で、当機構の関連自治体の産地の中には、すでに独自に海外展開をしている事業者や
海外拠点を持つ企業などがあり、それらのノウハウを共有することが可能です。
また、単独自治体や産地による欧州展示事業が難しい場合でも、機構を通じて複数自治体や
産地をまとめて展示する事によりコスト面でのメリットを享受することが可能です。

欧州における伝統工芸品の位置づけは、「日常使い」のCRAFTのみならず「資産」としてのART
としての価値もあり、金融機関などが積極的に工芸品取引に関与している実態もあり、今後は日
本の金融機関（地銀も含めて）との連携を強化していくことも重要だと認識しています。

ミラノフォーリサローネへの出展の目的と意義

海外展示事業を継続し、日本の伝統工芸品・日本酒や文化の認知度向上
を目指すと同時に、加盟自治体や産地・企業が有する海外バイヤーや富裕層
の情報を共有し、将来的には日本からの輸送サポートを行い、地方の産地が

海外展開をするチャンスを提供して参ります。
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ご清聴ありがとうございました

各地に展示されている北前船のレプリカ
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